
教教職職課課程程  

１１．．教教職職課課程程ににつついいてて  

  卒業後、教育職員を志望するものは、「教育職員免許法」に定める教育職員免許状を取得する

必要があります。そのためには、卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、所要条件を満たし、

かつ所定の単位修得し、申請することが必要になります。 

２２．．修修得得ででききるる免免許許状状ににつついいてて  

  教職課程を履修し、卒業と同時に申請し修得できる免許状は、下記のとおりです。 

コース 免許状の種類 免許教科 対象学科 

数学コース 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
数学 

機械工学科 

機械システム工学科 

電気電子工学科 工業コース 高等学校教諭一種免許状 工業 

３３．．教教職職課課程程のの科科目目区区分分・・必必要要単単位位数数  

    教職課程科目は、【教員免許修得のための必修科目】【教育の基礎的理解に関する科目等】【教科及び教

科の指導法に関する科目】に大別され、それぞれの必要単位数は、下記のとおりになります。  

教職課程科目の科目区分と必要単位数      （数字は単位数） 

コース
教員免許修得のための必修科目 

（教育職員免許法施行規則第６６条の６） 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

数学コース 
１０単位 

【表１】 

中学 ３１単位※ 

【表２－1】 

中学  ３６単位 

【表２－２】 

高校 ２７単位 

【表２－1】 

高校  ４０単位 

【表２－３】 

工業コース 
高校 ２７単位 

【表３－１】 

高校  ４０単位 

【表３－２】 

※「数学コース」履修者において，中学校教諭一種の免許状を修得しようとする者は，教職課程科

目の履修の他に，社会福祉施設と特別支援学校で、計 7 日以上の「介護等体験実習」を行う必

要があります。「介護等体験実習」とは，障がい者，高齢者に対する介護，介助，これらの人たちと

の交流等の体験を指します。「介護等体験実習」の参加に際しては、実習費として１万２千円程度

が必要になります。

また、「介護等体験実習」を終了した者は，施設長からの体験証明書を免許状の申請に添えて教

育委員会に提出しなければなりません。

４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて

１．履修前提条件について

４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧

学年 前 期 後 期

1 年
教職論

教育原理
教育社会学

2 年
教育心理学

情報通信技術の活用

教育方法論

教育課程論

3 年

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位）

数学科教育法１（数学コース）

工業科教育法１（工業コース）

道徳教育の理論と実践

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者）

教育相談の理論と方法

数学科教育法２（数学コース）

工業科教育法２（工業コース）

特別支援教育の理論と指導方法

総合的な学習の時間の指導法

※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの

で、注意してください。

2．実習期間について

免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。

(1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2 週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修

しなければならない。

(2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし

「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。



４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 
教育心理学 

情報通信技術の活用 

教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

工業科教育法１（工業コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

工業科教育法２（工業コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの

で、注意してください。

2．実習期間について 

免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

(1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2 週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修

しなければならない。

(2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし

「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。



■ 全学科共通（数学・工業共通）

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 
「工業」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 対象学科 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 

全学科 

計 4 単位 
「日本国憲法」に 

対応する科目 

「スポーツ実技Ａ」（1 単位） 

「スポーツ実技Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル１」（2 単位） 計 2 単位 
「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢機械工学基礎Ｃ」（2 単位） 機械工学科 

計 2 単位 
「情報機器の操作」に 

対応する科目 
｢プログラミング１｣（2 単位） 機械システム工学科 

｢プログラミング１｣（2 単位） 電気電子工学科 

※注１教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係



毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2

教育心理学　★ 2 2

教育社会学　★ 2 2

特別支援教育の理論と指導方法 2 2

教育課程論 2 2

第四欄 道徳教育の理論と実践 2 2 中1種免許のみ必修

総合的な学習の時間の指導法 1 1

特別活動の理論と方法 2 2

教育方法論 2 2

情報通信技術の活用 1 1

生徒・進路指導論 2 2

教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1

教育実習Ａ 2 2 中1種免許のみ必修

教育実習Ｂ 2 2

教職実践演習(中等) 2 2

合計 中学校教免 31

高校教免 27

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考

5 7 44 2 3 4 3

■ 全学科共通（数学）

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表２－１】 教育の基礎的理解に関する科目等



■全学科共通（工業）

「工業」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表３－１】 教育の基礎的理解に関する科目等

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2

教育心理学　★ 2 2

教育社会学　★ 2 2

特別支援教育の理論と指導方法 2 2

教育課程論 2 2

第四欄 総合的な学習の時間の指導法 1 1

特別活動の理論と方法 2 2

教育方法論 2 2

情報通信技術の活用 1 1

生徒・進路指導論 2 2

教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1

教育実習Ｂ 2 2

教職実践演習(中等) 2 2

合計 27 4 2 3 4 1 5 5 4

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考



■ 機械工学科

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状
毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

機械設計製図１ 2 4 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３　 2 2 代数学

代数系入門　 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

機械設計製図２ 2 4 コンピュータ

シミュレーション工学 2 2

合計 32 14 4
4

(2)

8

(2)

8

(2)

8

(2)
6 6 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目
イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

機械設計製図１ 2 4 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３　　★ 2 2 代数学

代数系入門　　★ 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

機械設計製図２ 2 4 コンピュータ

シミュレーション工学 2 2

合計 28 14 4
4

(2)

8

(2)

8

(2)

8

(2)
6 4 4

（注）１．★印の科目のうち１科目２単位以上を含むこと。

授業科目
単位数

免許法における

科目区分

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２４単位必修

必修科目を含む

合計１６単位以上

修得すること。

授業科目
単位数

免許法における

科目区分

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２８単位必修

必修科目を含む

合計８単位以上

修得すること。



「工業」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

 【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

工学概論 2 2

工業力学 2 2

加工学基礎 2 2

機械力学基礎 2 2

材料力学基礎 2 2

機械材料学基礎 2 2

熱力学基礎 2 2

流体力学基礎 2 2

要素・機構設計学 2 2

機械力学 2 2

材料力学 2 2

材料強度設計学 2 2

応用機械工学A 2 2

応用機械工学B 2 2

自動車工学 2 2

熱エネルギー工学 2 2

熱移動工学 2 2

流体力学１ 2 2

計測工学 2 2

電気工学 2 2

航空宇宙工学 2 2

機械材料学 2 2

機能材料工学 2 2

機械加工学 2 2

変形加工学 2 2

溶融加工学 2 2

表面加工学 2 2

環境工学 2 2

基礎機械製図 2 4

応用設計演習１ 2 2

応用設計演習２ 2 2

数値計算法１ 2 2

数値計算法２ 2 2

機械製作実習１ 2 4

機械製作実習２ 2 4

機械工学実験１ 2 4

機械工学実験２ 2 4

品質管理 2 2

工業経営論 2 2

科学技術史と技術者倫理 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

工業科教育法１ 2 2

工業科教育法２ 2 2
合計 36 52 0 12 12 16 22 20 12 4

備考授業科目
単位数

左記の科目中から

必修科目を含む

合計３２単位以上

修得すること。



■ 機械システム工学科

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

デジタルエンジニアリング１ 2 2 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング２ 2 2 コンピュータ

デジタルエンジニアリング３Ｂ 2 2

合計 32 14 4
4

(2)

6

(2)

4

(2)

8

(2)
8 6 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目

イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

デジタルエンジニアリング１ 2 2 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３　　★ 2 2 代数学

代数系入門　 ★ 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング２ 2 2 コンピュータ

デジタルエンジニアリング３Ｂ 2 2

合計 28 14 4
4

(2)

6

(4)

4

(2)

8

(2)
8 4 4

（注）１．★印の科目のうち１科目２単位以上を含むこと。

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２８単位必修

授業科目
単位数

免許法における科目区分

必修科目を含む

合計８単位以上

修得すること。

授業科目
単位数

免許法における科目区分

「免許法」で定め

られた最低修得

単位数

２４単位必修

必修科目を含む

合計１６単位以上

修得すること。



「工業」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

工学概論 2 2

材料力学基礎 2 2

材料力学応用 2 2

熱力学基礎 2 2

熱力学応用 2 2

流体力学基礎 2 2

流体力学応用 2 2

機械力学基礎 2 2

機械力学応用 2 2

工業力学 2 2

材料工学１ 2 2

材料工学２ 2 2

加工学１ 2 2

加工学２ 2 2

電気･電子工学１ 2 2

電気･電子工学２ 2 2

計測工学 2 2

制御工学 2 2

機械要素 2 2

デジタルエンジニアリング入門 2 2

デジタルエンジニアリング２ 2 2

デジタルエンジニアリング３Ａ 2 2

デジタルエンジニアリング４ 2 2

機械加工実習 2 4

電気電子工学実習 2 4

機械工学実験Ａ 2 4

機械工学実験Ｂ 2 4

自動車工学 2 2

流体システム工学 2 2

メカトロニクス工学 2 2

エンジン工学 2 2

工業経営概論 2 2

品質工学 2 2

科学技術史論と技術者倫理 2 2

ロボット工学 2 2

機械製図 2 4

創造製作演習 4 4

オートメーション工学 2 2

コンピュータビジョン 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

工業科教育法１ 2 2

工業科教育法２ 2 2

合計 40 48 6 10 12 18 22 16 10 4

左記の科目中から
必修科目を含む
合計３２単位以上
修得すること。

授業科目
単位数

備考



■ 電気電子工学科

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング２ 2 2 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学
応用解析３ 2 2
応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

コンピュータ工学 2 2 コンピュータ

合計 30 14 4
6

(2)
6

(2)
4

(2)
6

(2)
6 6 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目

イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

常微分方程式 2 2 (2)

数理統計学１ 2 2 「確率論、統計学」

プログラミング２ 2 2 コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３　　★ 2 2 代数学

代数系入門　　★ 2 2
幾何学２ 2 2 幾何学
応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

コンピュータ工学 2 2 コンピュータ

合計 26 14 4
6

(2)
6

(2)
4

(2)
6

(2)
6 4 4

（注）１．★印の科目のうち１科目２単位以上を含むこと。

授業科目
単位数

免許法における科
目区分

「免許法」で
定められた最
低修得単位数
２４単位必修

必修科目を含
む合計１６単
位以上修得す
ること。

授業科目
単位数

免許法における科
目区分

「免許法」で
定められた最
低修得単位数
２８単位必修

必修科目を含
む合計８単位
以上修得する
こと。



「工業」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

電気電子工学概論 2 2

電気回路１ 2 2 [2]

電気回路２ 2 2 [2]

電気回路３ 2 2

電気回路４ 2 2
電気回路演習 2 2

電気磁気学１ 2 2 [2]

電気磁気学２ 2 2 [2]

電気磁気学３ 2 2

電気磁気学演習 2 2

電子回路１ 2 2 [2]

電子回路２ 2 2 [2]

電気電子工学実験１ 2 4

電気電子工学実験２ 2 4

電気電子工学実験３ 2 4

電気電子工学実験４ 2 4

電気電子計測 2 2

電気法規 2 2

電気エネルギー発生工学 2 2

エネルギー変換工学１ 2 2

エネルギー変換工学２ 2 2

エネルギー伝送工学 2 2

パワーエレクトロニクス 2 2

高周波工学 2 2
高電圧工学 2 2
ディジタル回路 2 2

基礎制御工学 2 2

応用制御工学 2 2

メカトロニクス 2 2

マイクロコンピュータ 2 2

電気電子材料 2 2

電子物性１ 2 2

半導体デバイス工学 2 2

半導体プロセス工学 2 2

電気電子設計製図演習 2 2

電気電子ＣＡＤ演習 2 2

工学概論 2 2

職業指導１ 2 2

職業指導２ 2 2

工業科教育法１ 2 2

工業科教育法２ 2 2

合計 30 52 2
6

[2]
14
[4]

24
[4]

16
[2]

18 8 2

授業科目
単位数

備考



４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて

１．履修前提条件について

４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧

学年 前 期 後 期

1 年
教職論

教育原理
教育社会学

2 年
教育心理学

情報通信技術の活用

教育方法論

教育課程論

3 年

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位）

数学科教育法１（数学コース）

情報科教育法１（情報コース）

道徳教育の理論と実践

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者）

教育相談の理論と方法

数学科教育法２（数学コース）

情報科教育法２（情報コース）

特別支援教育の理論と指導方法

総合的な学習の時間の指導法

※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの

で、注意してください。

2．実習期間について

免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。

(1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修

しなければならない。

(2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし

「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。

教教職職課課程程  

11．．教教職職課課程程ににつついいてて

卒業後、教育職員を志望するものは、「教育職員免許法」に定める教育職員免許状を取得する

必要があります。そのためには、卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、所要条件を満たし、

かつ所定の単位修得し、申請することが必要になります。 

２２．．修修得得ででききるる免免許許状状ににつついいてて  

  教職課程を履修し、卒業と同時に申請し修得できる免許状は、下記のとおりです。 

コース 免許状の種類 免許教科 対象学科 

数学コース 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
数学 情報システム学科 

情報コース 高等学校教諭一種免許状 情報 情報システム学科 

３３．．教教職職課課程程のの科科目目区区分分・・必必要要単単位位数数  

    教職課程科目は、【教員免許修得のための必修科目】【教育の基礎的理解に関する科目等】【教科及び教

科の指導法に関する科目】に大別され、それぞれの必要単位数は、下記のとおりになります。  

教職課程科目の科目区分と必要単位数    （数字は単位数） 

コース
教員免許修得のための必修科目 

（教育職員免許法施行規則第６６条の６） 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

数学コース 
１０単位 

【表１】 

中学 ３１単位※ 

【表２－1】 

中学  ３６単位 

【表２－２】 

高校 ２７単位 

【表２－1】 

高校  ４０単位 

【表２－３】 

情報コース 
高校 ２７単位 

【表３－１】 

高校  ４０単位 

【表３－２】 

※「数学コース」履修者において，中学校教諭一種の免許状を修得しようとする者は，教職課程科

目の履修の他に，社会福祉施設と特別支援学校で、計 7 日以上の「介護等体験実習」を行う必

要があります。「介護等体験実習」とは，障がい者，高齢者に対する介護，介助，これらの人たちと

の交流等の体験を指します。「介護等体験実習」の参加に際しては、実習費として１万２千円が必

要になります。

また、「介護等体験実習」を終了した者は，施設長からの体験証明書を免許状の申請に添えて教

育委員会に提出しなければなりません。



４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 
教育心理学 

情報通信技術の活用 

教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

情報科教育法１（情報コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

情報科教育法２（情報コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの

で、注意してください。

2．実習期間について 

免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

(1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修

しなければならない。

(2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし

「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。



■ 情報システム学科

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「スポーツ実技Ａ」（1 単位） 

「スポーツ実技Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル１」（2 単位） 計 2 単位 
「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１ 教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係

【表２－１】 教育の基礎的理解に関する科目等

毎週授業時間数
1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 道徳教育の理論と実践 2 2 中1種免許のみ必修

総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ａ 2 2 中1種免許のみ必修

教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 中学校教免 31
高校教免 27

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考

4 3 5 7 44 2 3



「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

Ｃプログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 30 20 6
4
(4)

8
(2)

10
(2)

4
(2)

8 4 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目

イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

Ｃプログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 26 20 6
4
(4)

8
(2)

10
(2)

4
(2)

8 2 4

「免許法」で定
められた最低修
得単位数
２４単位必修

必修１科目２単
位を含む合計８
科目１６単位以
上修得するこ
と。

授業科目
単位数

免許法における科目区分

「免許法」で定
められた最低修
得単位数
２８単位必修

必修１科目２単
位を含む合計４
科目８単位以上
修得すること。

授業科目
単位数

免許法における科目区分



「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「スポーツ実技Ａ」（1 単位） 

「スポーツ実技Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル１」（2 単位） 計 2 単位 
「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係

【表３－１】 教育の基礎的理解に関する科目等 

毎週授業時間数
1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 27 4 2 3 4 1 5 5 4

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考



「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

 

 

 

 

 

 

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

2 2

2 2

2 2

2 2 (2)

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2 各教科の指導法

2 2

32 22 2 4
6

(2)
6 18

4
(4)

8 6

コンピュータアーキテクチャ２

コンピュータアーキテクチャ１

Ｃプログラミング２

情報化社会と情報倫理

知的財産権論

情報化社会と職業

授業科目

コンピュータ
及び情報処理

情報社会（職
業に関する
内容を含

む。）・情報
倫理

左記の科目
中から必修
科目を含む
合計３６単
位以上修得
すること。

アルゴリズムとデータ構造１

単位数
免許法におけ
る科目区分

分散処理

リアルタイムシステム

データベース

オペレーティングシステム

アルゴリズムとデータ構造２

情報システム

情報通信
ネットワーク

通信工学

ネットワークプログラミング

情報ネットワーク１

情報ネットワーク概論

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング２

コンピュータセンシング

ディジタル回路

コンパイラ構成法

情報演習Ｄ

合計

情報演習Ｃ

ＣＡＤ

情報科教育法１

情報科教育法２
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